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ＲＩ第2820地区       

 
 
 
 

  
 
 
 
 
  
 

2009-2010年度 ＲＩ会長      次回例会予定 ６月２３日 さよなら例会 

ジ ョ ン ・ ケ ニ ー     ６月３０日 休会（定款第６条第１節により） 
 
 
VOL. ４７  No.３９ （通算Ｎｏ．2241）      

 

２０１０年６月１６日（水）例会プログラム 

点 鐘 

ロータリーソング 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸 報 告 

幹事報告 

会長挨拶                             

会長・幹事一年間を振り返って              

                                   

                                       
                                          

「あやめ」  写真提供：染谷正美会員 
 
 

２００９－２０１０年度      会長 田 上 秀 雄        幹事 武 藤 康 之 

創立 １９６３年９月２５日 

≪例 会 場 ・ 例 会 日≫      ≪事 務 所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790   〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3F            釜久ビル 3F 

毎週 水曜日 12:30～13:30  ☎ 0297-22-1251   ℡0297-30-0875    Fax0297-30-0876 

E-mail   mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

URL   http://www.mitukaido-rc.jp/ 
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例会報告   Vol.４７ No.３８（No.2240） ６月９日（水）曇り  (司会 斎藤広巳委員長） 

本例会での主な事項 

☆会長挨拶                 ☆２００９－２０１０年度 事業実績報告 

   ☆入会式 

ビ ジ タ ー   

新会員  砂長秀和会員 

米山奨学生 ヨードスラーン・パティポンさん 

 

入 会 式     砂長秀和会員 

只今ご紹介頂きました、砂長と申します。３６歳です。年齢的

にも能力的にも少し早いかなと思っています。皆様方から沢

山学ばせていただき自分の会社の経営、地域貢献に役立て

で行きたいと思います。宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

諸 報 告 

国際奉仕委員会 倉持功典次年度委員長 

ツウンバロータリークラブより３名受入ＯＫの返事がありました。 

 

幹 事 報 告  武藤康之幹事 

週報受理クラブ なし 

例会変更通知   なし 

理事会報告  

１.青木清人次年度副会長の席 特例として会長エレクトの席へ 

２.Google カレンダーについて  予定の共用（会長・幹事・ＳＡＡ・親睦・プログラム・事務局） 

３.国際親善奨学生クラブ推薦について  岡部遊志君 

４.花火大会協賛金について  例年通り５万円 

５.口蹄疫被害支援金について  ワンコインから５万円 

・・・・・・・承認されました・・・・・・・ 

 

会 長 挨 拶  田上秀雄会長 

皆さん、こんにちは。本日は米山奨学生、ヨードスラーン・パティポンさん、ようこ

そいらっしゃいました。会員一同歓迎いたします。 

それではここで新会員のご紹介を致します。博報社の代表取締役であられます

砂長秀和さんです。所属は社会奉仕委員会です。皆様、宜しくお願いいたしま

す。 

さて今月は今年度最後の行事、ロータリー親睦活動月間です。 この活動は、レ

クリエーション活動や保健と医療問題の共通の関心を寄せるロータリアンや、類

似した職業を持つロータリアン同士の国際親睦と親善の重要性を認識するために、ロータリー親睦活動

月間として指定されたものです。各親睦グループがプロジェクト、活動および催しを通して『ロータリー親
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睦活動月間』を祝う活動を強調するよう奨励されています。 ロータリー親睦活動はロータリーでの経験を

豊かなものにします。働いてばかりで遊びがなければ、退屈な奉仕クラブになってしまいます。親睦活動

は共通の娯楽を通し、職業的背景を共有するロータリアンを結びつけるだけでなく、すべての親睦活動

グループのメンバーがその多様な興味関心を分かち合い、楽しみながら活動できる場です。今月は皆様

で親睦活動を有意義に活用しましょう。 

 

２００９－２０１０年度 事業実績報告      

親睦活動委員会 山野井周一委員長 

本年度の活動の実績を報告致します。 

会員の誕生祝としましては、多目的携帯バックを、そして奥様には携帯用の

箸をプレゼントさせていただきました。 

行事としましとて、 

①. 納涼会は８月１日、バス２台にて横浜開港博Ｙ１５０の見学をしました。 

②. 忘年会は、１２月１２日、つくば市のホテルグランド東雲にてクリスマスパー

ティーを兼ねてマジックショーやお楽しみ抽選会等で楽しんで頂きまし

た。 

③. 観劇会は３月１３日に、パフォーマンス集団 シルク・ドゥ・ソレイユを見て、人間の限界かと思われる

演技に感動しました。 

④. 親睦ゴルフは５月１３日に水海道ゴルフクラブにて開催し、７組の参加者で楽しくプレーしました。 

以上、皆様のご協力とアドバイスを頂き、一年間行事が実行出来ました。誠に有難うございました。 

 

会報委員会 染谷正美委員長 

当委員会の活動内容は、毎例会に週報を発行し正確な記録の保存そして情

報伝達により、会員相互の親睦に寄与して参りました。本年度、会長より興味

を注ぐ会報をとメッセージ頂き、見やすさを基本に写真を多く取り入れ、各委

員会活動報告や次週の例会プログラムを予告し、RI からの情報を掲載し会員

各位に伝えるべく努めて参りました。ただ大半は事務局の和久さんおかげで

あり、委員会一同感謝申し上げます。 

 

雑誌委員会 鈴木 豊委員長 

雑誌委員会は「ロータリーの友」に始まり「ロータリーの友」で終わった一年間

でありました。 

◎ 「ロータリーの友」のクラブ内浸透を図るための施策として 

１. 毎月第一例会において、記事の紹介を行いました（１００％実施） 

２. 事有る毎にロータリーの友への投稿を勧めました。（掲載実績あり） 

◎ ロータリー活動広報の一環として 

「ロータリーの友」を次の箇所に配布しました。 

常総市役所、常総図書館、つくばみらい市役所、常総石下支所、常総市立石下交流センター 

 

職業奉仕委員会 松村仁寿委員長 

ロータリーの職業奉仕とその実践について、ロータリーの目的は「倫理運動

である」標準ロータリークラブ定款第３条。ロータリーのロータリーたる所以

は職業奉仕にあることに踏まえ、事業をしてまいりました。 

１. 職業奉仕の実践は先ず例会に出席する事（自分を高める、例会に出て
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心を磨く、倫理を磨く）をＳＡＡ・出席と連絡をとりながら実施。 

２. 職業奉仕は全ての職業関係において、全ての行動に愛を込める事、職業に倫理を適用する事を職

業奉仕月間に卓話。 

３. ＳＡＡの協力を頂き、第２例会時「四つのテスト」の斉唱を実施。 

４. 毎例会時「職業宣言」をテーブルにセットの実施。 

職場見学会の実施（イトウ製菓・茨城空港） 

 

社会奉仕委員会 石塚利明委員長 

社会奉仕委員会は、地域社会の啓発事業を主として行ない、地域の活性化、

住み良い街作り、環境問題に対する取り組みを、ロータリーの精神の下に地

域の人々と共に進めて参りました。そして、この街にロータリーが存在すること

の意義の啓蒙活動を行なって参りました。  

１ グランドゴルフ大会（常総、つくばみらい地区）への協力、支援を行なって

きました。 

２ 市民文化祭でのバザーに出品しました。ご協力有難うございました。 

３ ロータリー財団委員会と協力して、ＤＤＦを活用し、常総市役所や常総体育館にベンチを８基寄付しま

した。 

 反省点としましては、本年度のＲＩテーマであります『水』についての事業が出来なかったことです。 

 

国際奉仕委員会 倉持功典副委員長 

国際奉仕委員会は例年ツウンバとの交換留学生プログラムが主な事業となって

いますが、今年度は残念ながら諸事情（新型インフルエンザの大流行）により、

行う事が出来ませんでした。他の事業といたしましては、ＧＳＥのプログラムを国

際奉仕委員会として担当しました。第５６１０地区（米国サウスダコタ）からのＧＳＥ

メンバーの皆様を東京方面にお連れし、築地市場や東京銀座新ＲＣの例会、国

立新美術館等にご案内しました。 

 

 

ロータリー財団  五木田利明委員長 

当委員会は本年度、年次寄付金１０,０５４．７２ドルを集める事ができました。ま

た、もう一つの目標としていた地区補助金の活用“公園広場にベンチ設置と

植栽を”と活動し、社会奉仕委員会と協力し本年度は市内にベンチ８基贈呈

できた事は、良かったことと思います。継続していければとは思っております。

会員の皆様にはご協力ありがとうございました。５月になり補助金の入金も確

認出来ました。 

 

 

米山記念奨学会  青木正弘委員長 

（計画） 

米山記念奨学事業へのご理解と寄付をお願いし、米山奨学生をお世話いただ

くカウンセラーを補佐し奨学生とクラブとの融和を計る。 

（報告） 

水海道クラブでは普通寄付として会員一人あたり￥２，０００を、また特別寄付と

して全会員から￥２０，０００を寄付頂き、普通寄付￥２０８，０００・ 
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特別寄付￥１，０６０，０００・（５３名）合計￥１，２６８，０００を寄付する事が出来ました。 

その結果、功労者として１１名が表彰されました。 

受賞者古谷、福田、飯塚、石塚（利）、倉持、大串、鈴木（邦）、隅屋、田上、山野井、青木（正）の各会員 

米山奨学生（金憲周さん）には毎月一度例会に出席頂き卓話や近況報告等を頂き、クラブの各種イベン

トにも参加、協力し会員との交流に努めました。 

米山記念奨学事業を理解するには米山海吉翁の人となりを理解することかと考え９月１３，１４日に米山

記念館を見学し墓前にお参り後、堂ｹ島温泉にて会員相互の親睦を計りました。 

 

プログラム委員会 斎藤広巳委員長 

プログラム委員会は、会長より頂いたメッセージに従い、クラブ内外の卓話を実

施し、楽しい例会づくりを目指して例会の運営をしてまいりました。 

具体的に、会員卓話については入会一年以内新会員にお願いしました。外部

卓話については、行政多方面の皆様にお願い致しました。それぞれに大変参

考になる話を興味を持って聞くことが出来たと思います。ご協力頂いた会員の皆

様に深く感謝申し上げます。 

 

広報委員会 皆葉瑞男委員長 

事業計画案に基づき、広くクラブ内外にロータリーの理解、認識、支援を伝達することを目標に一年間広

報活動を勧めてまいり、次の事を実行しました。 

１. クラブ週報を・・・常総市役所（企画課・秘書広聴課）、常総警察署、茨城新聞社、茨城県立水海道

第一高等学校、茨城県立水海道第二高等学校、の６箇所に送り団体を通しＰＲに努めました。 

２. 地域広報誌を通し広く一般にロータリーを伝達しました。 

クラブの各委員会と密に連絡、協力して情報を提供し、広報活動を展開致しました。 

 

出 席 報 告 （福田克比古委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 
５６名 ４４名 １２名 ０名 ２２名 １００．００％ 

 

ニコニコボックス 北村英明副委員長              入金計 ￥47,000   累計 ￥2,069,000  

今日も入れて例会も２回で終わります。最後まで御指導・ご協力お願い致します。  田上会員 

砂長さん、入会おめでとうございます。  松坂会員 

砂長君、入会おめでとうございます。ループタイ買いました。  武藤会員 

諮問委員として第８分区ＩＭ担当、地区職業奉仕担当カウンセラーとして一年お世話になりました。当年

度で全ての担当が完了致しました。クラブの皆様に大変お世話になりました。  北村（仁）会員 

先週のコンペもまた準優勝しました。強運の持ち主です。  青木（清）会員 

特によい事も有りませんが、永らくご無沙汰しましたので。  山崎会員 

来週の例会、欠席します。田上会長・武藤幹事、一年間お疲れ様でした。ありがとうございました。  

石塚（利）会員 

ループタイ買いました。  北村（仁）・古谷・門脇・斎藤・五木田（益）・亀崎・二本松・倉持・鈴木（勝）・ 

五木田（裕）・山崎・横山・小島・山野井   各会員 

その他  横山・松村・山野井  各会員 

 

会報委員会   染谷正美委員長   秋田政夫副委員長   石塚幸一郎委員 
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アフリカからポリオを「キックアウト」 
ＦＩＦＡワールドカップを間近に控え、アフリカ全土のロータリークラブが手を組んで、大陸か

らポリオを永久に「蹴りだす」キャンペーンを行っています。 
ロータリー105 周年記念日の 2 月 23 日、アフリカ・キックアウト・ポリオキャンペーンが立ち
上げられ、ポリオ撲滅への決意を込めたサッカーボールが、南アフリカ・ケープタウンを出発。

ケープタウンで黒人初のイギリス国教会大司教となり、自らも元ポリオ患者であるデズモンド・

ツツ名誉大主教によって、サインボールのキックオフが行われました。ボールはポリオ感染者が

出ている 22か国を回り、6月に国際ロータリー（ＲＩ）国際大会が開かれるカナダ・モントリオ
ールに届けられる予定です。 
なお、ポリオ撲滅活動の支援者は「Kick Polio Out of Africa」のホームページ 
http://www.kickpoliooutofafrica.org 
からバーチャルサッカーボールにサインし、キャンペーンに参加できます。集められたサインは

ワールドカップ終了後、世界ポリオ撲滅推進計画に取り組む主導パートナーに贈呈されます。記

事の詳細はＲＩのホームページをご覧ください。 
http://www.rotary.org/ja/MediaAndNews/News/Pages/100421_news_kpoa_lan.aspx 
 

 

       

写真提供：染谷正美会員 


